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とちぎ
の幼児

がグン
グン育

つ

とちぎ
の幼児

がグン
グン育

つ

家庭教
育のす

すめ

家庭教
育のす

すめ

̶　や
さしく

元気な
子ども

を育て
るため

に　̶

幼児期
の教育

は生涯
にわた

る人格
形成の

基礎を
培う重

要なも
のです

。日々
の生活

の中の
経験が

子ども
たちの

生きる
力につ

ながり
ます。

家庭で
は、子

どもの
中に育

ってい
る力を

受け止
めて関

わるこ
とが大

切です
。

「やろ
うとす

る意欲
」や「人

とかか
わる力

」を育
てる保

護者の
役割に

ついて
考えて

みまし
ょう。

生きる
力

○心身
ともに

健康な
子ども

○主体
的に考

え表現
できる

子ども

○ねば
り強く

頑張る
子ども

○自他
の存在

を尊重
し協同

する子
ども

○すす
んで社

会とか
かわり

行動す
る子ど

も

○心身
ともに

健康な
子ども

○主体
的に考

え表現
できる

子ども

○ねば
り強く

頑張る
子ども

○自他
の存在

を尊重
し協同

する子
ども

○すす
んで社

会とか
かわり

行動す
る子ど

も

栃木県
幼児教

育セン
ター

確かな
学力

豊かな
心 健やか

な体

とちぎ
の教育

が目指
す子ど

も像
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とちぎの幼児がグングン育つとちぎの幼児がグングン育つ

家庭教育のすすめ家庭教育のすすめ
̶　やさしく元気な子どもを育てるために　̶

幼児期の教育は生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものです。日々の生活の中の経験が

子どもたちの生きる力につながります。

家庭では、子どもの中に育っている力を受け止めて関わることが大切です。

「やろうとする意欲」や「人とかかわる力」を育てる保護者の役割について考えてみましょう。

生きる力

○心身ともに健康な子ども

○主体的に考え表現できる子ども

○ねばり強く頑張る子ども

○自他の存在を尊重し協同する子ども

○すすんで社会とかかわり行動する子ども

○心身ともに健康な子ども

○主体的に考え表現できる子ども

○ねばり強く頑張る子ども

○自他の存在を尊重し協同する子ども

○すすんで社会とかかわり行動する子ども

栃木県幼児教育センター

確かな学力

豊かな心

健やかな体

とちぎの教育が目指す子ども像
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